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１．岡田浦駅周辺地区バリアフリー基本構想について 
大規模商業施設や公園が近接して立地し、「泉南市立小中学校再編計画」に基づく（仮称）西

信達義務教育学校の建設検討が進められている岡田浦駅周辺地区（以下、「本地区」とする。）に
おいて、「お互いが自然と助けあえ誰もが暮らしやすいまちづくり」を進めていくため、泉南市における４地
区目の基本構想として「泉南市岡田浦駅周辺地区バリアフリー基本構想」（以下、「本基本構想」と
する。）を策定するものです。 

２．基本理念と基本方針、目標年次 
（１）基本理念と基本方針 
本市では、平成14（2002）年度に策定された「和泉砂川駅周辺地区交通バリアフリー基本構想」

において定めた基本理念と基本方針を踏襲し、「泉南市新家駅周辺地区バリアフリー基本構想」及び
「泉南市樽井駅周辺地区バリアフリー基本構想」を策定しています。この基本理念と基本方針は全市
にかかわる内容であるため、本基本構想においても、この基本理念と基本方針を踏襲します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）目標年次 
西信達小学校と西信達中学校の統合による（仮称）西信達義務教育学校の設立が令和 10

（2028）年度に予定されています。また、本市の最上位計画である「第６次泉南市総合計画」は令
和 14（2032）年度を目標としています。これらを踏まえ、本基本構想においては「第６次泉南市総
合計画」と同じ令和 14（2032）年度を目標年とし、バリアフリー事業を推進します。 
  

【 基本理念 】 
みんなでつくる温もりのあるまちづくり 

【 基本方針 】 
●みんなが歩きやすいみち、語らいの空間としてのみちのネットワークを確立
します。 

●みんなが利用しやすく、サービスに長けた公共交通機関・生活関連施設
を目指します。 

●みんなの思いやりと、助け合いの気持ちを育みます。 
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３．重点整備地区及び生活関連施設、生活関連経路の設定 
（１）生活関連施設の設定 
生活関連施設とは、「高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活において利用する旅客施設、

官公庁施設、福祉施設その他の施設」のことであり、該当する施設は、市内において鉄道駅、病院、
商業施設、小・中学校等、多数所在しています。これらのうち、基本構想において生活関連施設として
定めた施設は、バリアフリー化を図っていく必要があります。本地区においては、鉄道駅や病院、商業施
設、教育施設、都市公園、路外駐車場等について、以下の項目のうち、いずれかに該当する施設を生
活関連施設に設定します。 

① 高齢者や障害者だけでなく、多くの人が徒歩又は車いすで利用する施設 
② 高齢者や障害者、子供連れの方が、徒歩又は車いすで常時利用する施設 
③ バリアフリー化を重点的、一体的に実施することが可能な範囲 

 

（２）生活関連経路の設定 
生活関連経路とは、「生活関連施設相互間の経路」のことであり、生活関連施設の間を結ぶ道路

や駅前広場のほか、建築物内部の通路等も生活関連経路として定めることができます。生活関連経
路においても、基本構想の中で定めた経路は、バリアフリー化を図っていく必要があります。本地区におい
ては、以下の項目のすべてに該当する道路を生活関連経路もしくは準生活関連経路に設定します。 

① 生活関連施設相互を結ぶ経路のうち、より多くの人が利用する経路 
② 道路移動等円滑化基準に適合した整備が可能な道路（生活関連経路）、もしくはできる範

囲でのバリアフリー化が可能な道路（準生活関連経路） 

【道路移動等円滑化基準の例】 
・原則歩道を設置し、車椅子使用者がいつでもすれ違えるよう有効幅員 2.0m 以上を確保
（やむを得ない場合は経過措置として 1.5m まで縮小可） 

・横断勾配 1.0％以下、縦断勾配 5.0％以下、横断歩道接続部の段差は 2cm 
・雨天時においても水たまりがないよう雨水を地下に円滑に浸透させることができる舗装 等 

   ※参考︓道路の移動等円滑化に関するガイドライン（R6.1国土交通省） 
 

（３）重点整備地区の設定 
バリアフリー化を推進するために「生活関連施設」や「生活関連経路」を含み、重点的かつ一体的に

推進する地区を「重点整備地区」として定めます。本地区においては、以下の項目のすべてに該当する
範囲で、道路や河川、鉄道等の地形地物のほか、市街化区域界等を境界として重点整備地区を設
定します。 

① 岡田浦駅を中心とした徒歩圏内（おおむね 1ｋｍ圏内） 
② 隣接する樽井駅周辺地区との連続性を考慮した生活関連施設を含む範囲 
③ バリアフリー化を重点的、一体的に実施することが可能な範囲 
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４．岡田浦駅周辺地区のバリアフリー化のための事業 
バリアフリー化のための事業を位置づけ、特定事業については、必要に応じて具体的な整備計画であ

る特定事業計画を作成し、事業を実施していきます。また、特定事業に該当しないその他の事業・ソフ
ト事業についても推進していきます。 
なお、岡田浦駅周辺地区においては(仮称)西信達義務教育学校の新設計画や、西信達小学校

の跡地利用、西信達公民館の今後の在り方等が検討中となっており、西信達小学校と隣接する岡田
浦駅や道路についても一体的な整備検討が進められていくことになります。これらが整備されるまでの間
は、既存施設の移動等円滑化基準への適合に努め、かつバリアフリー化された設備等を適切に維持す
ることとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
岡田浦駅のバリアフリー化事業 
券売機・路線図の改善、階段・地下通路の改善、スロ
ープの改善、トイレの整備・改善、ホームの改善、必要
な支援の理解や接遇向上のための研修等の実施 等 

道路のバリアフリー化事業 
歩道の設置等道路空間の再配分、側溝や側溝蓋、
グレーチングの改善、視覚障害者誘導用ブロックの設
置、カラー舗装や路側線等による歩行空間の明確
化、継続的な維持管理を通じた舗装面の適切な管
理、視覚障害者誘導用ブロック等への理解促進に関
する取組みや啓発 等 

都市公園のバリアフリー化事業 
視覚障害者誘導用ブロックの設置、便座の洋式化等
トイレ設備の充実・改善、オストメイト対応等バリアフリ
ートイレの改善、園路の舗装面の改善、草刈等、植
栽や雑草の適切な維持管理 等 

建築物等生活関連施設のバリアフリー化事業 
通路・垂直移動施設の整備・改善、トイレの整備・改
善、誘導・案内設備の整備・改善、その他、こころのバリ
アフリーや情報のバリアフリーに関する取組みの実施 等 

交差点・交通安全設備等のバリアフリー化事業 
横断歩道等の路面標示の維持・修繕、視覚障害者
誘導用ブロックの改善、横断歩道の設置、エスコート
ゾーンの設置 等 

バリアフリー教育事業 
車いす利用・視覚障害者（アイマスク）・高齢者等バリ
アフリー体験教室の開催、手話・点字・盲導犬等学習
の実施、各学年の発達段階に合わせた心のバリアフリー
学習の実施、支援学級や支援学校、地域にお住まい
の障害者等との交流会の開催、地域にお住まいの障害
者等を招いた講演会の開催、バリアフリーマップの作成や
大阪府公表のバリアフリートイレマップとの連携 等 
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◆大阪府ではバリアフリートイレマッ
プを作成し、府内のトイレのバリア
フリー情報を公開しています︕ 

「大阪府バリアフリ
ートイレマップ」で
検索していただく
か、右の QR コー
ドからバリアフリート
イレマップにアクセ
スできます。 

◆障害種別の特性を知っておくこ
とで、心のバリアフリーの輪を広
げていきましょう︕ 

「障害のある方に
対する心の身だし
なみ」で検索してい
ただくか、右の QR
コードから内閣府
ホームページにアク
セスできます。 

◆バリアフリーのポスターやチラシの
内容を知ることで、心のバリアフリ
ーの輪を広げていきましょう︕ 

「バリアフリーパンフ
レット・リーフレット」
で検索していただく
か、右の QR コード
から国土交通省ホ
ームページにアクセ
スできます。 

 

５．今後の取組み 

（１）基本構想の進行管理・管理体制 
基本構想策定時に結成された協議

会が中心となり、計画の策定(Plan)、
事業の実施(Do)、進捗状況の把握・
検証(Check)、必要に応じた見直し
(Action)を行う、PDCA サイクルにより
進行管理を実施し、地域住民や施設
利用者等への情報提供に努め、バリア
フリー整備を継続的に推進していきます。
なお、岡田浦駅周辺地区においては
(仮称)西信達義務教育学校の新設
計画や、西信達小学校の跡地利用、
西信達公民館の今後の在り方等が検
討中となっていることから、計画の熟度
や進捗に応じ、本基本構想や特定事
業計画を適宜見直し、バリアフリー化を
図ります。 
 

（２）バリアフリー化の更なる拡充に向けた取組み 
本基本構想は、岡田浦駅周辺地区を対象とした計画となっていますが、近年の社会情勢を踏まえ、

ソフト施策等の全市的なバリアフリー化の更なる拡充に向けた取組みが必要です。 

●移動等円滑化促進方針（マスタープラン）の策定による全市的な取組み 
●心のバリアフリーの推進 
●情報のバリアフリーの推進 
●バスやタクシー等の車両のバリアフリー化への取組み 
●自転車利用者のマナー向上への取組み 
●すべての障害者に対応したバリアフリー化への取組み 
●災害時の要配慮者への対応や、避難に対応したバリアフリー化への取組み 
●バリアフリー設備の機能分散・最適化の取組み 
●性的指向・ジェンダーアイデンティティの多様性に対応したバリアフリー化への取組み 
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